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町からのお知らせ

“きやまの文化財 ” 紹介します！意外と知らない！？

　大興善寺の本堂左側に建てられた石をご存じでしょうか。

よく見ると何か像が刻まれているのがわかると思います。こ

れが「自
しぜんせきちょうぞういたび

然石彫像板碑」です。

　高さ 1.3 ｍ、幅は 50ｃｍ 程の花崗岩自然石で制
せ い た か ど う じ

吒迦童子

と思われる像が刻まれています。制吒迦童子であるならば、

不動明王の脇
わ き じ

侍として矜
こ ん が ら ど う じ

羯羅童子とともに建っていたと思わ

れます。

　像は両腕を胸の下で交差させ、右手に金剛棒、左手に金

剛杵
しょ

という武器を持っています。瞋
しんじんあくしょう

心悪性（簡単に言えば暴

れん坊）という性格を持つことから憤怒の表情をしています。

　像の右下には「正
しょうへい

平十年八月八日」「檀那□見向 敬白」

の銘が刻まれます。正平十年は 1355 年にあたり、「正平」

は南
なんちょうがた

朝方で使用された年号となります。

第6回 「自然石彫像板碑」人々 を悟りの道へ導く永遠の少年！
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まちの話題

　当時、九州西北部は太宰府を中心に南
なんちょうがた

朝方・北
ほくちょうがた

朝方が入

り乱れ勢力争いを行っており、筑後川以南は南朝方が勢力

を広げていました。基山町

で南朝方の年号が使用され

た石碑があるということは、

この時期に南朝方の影響下

にあったことが窺えます。

　元々この板碑は大興善寺

近くの農道脇に立っていま

したが、大興善寺に移築さ

れ、昭和 60 年 5 月 13 日

には基山町重要文化財に指

定されています。
△自然石彫像板碑

東明館学園と包括的連携協定を締結しました

　町では、東明館学園と７月７日に包括的連携協定の調
印式を行いました。
　これは、町と東明館学園とが相互に連携・協力し、若
い世代の発想力と行動力を活かし、活力あふれる地域社
会の創出に努め、誰もが幸せに暮らせるまちづくりを進
めることを目的とした協定です。
　今後、様々な分野での連携と協力を図ってまいります。

問 総務企画課　総合計画推進係　☎９２－２１８８
△左から東明館 奥園事務長、黒木校長、荒井理事長
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　令和３年度県政功労者知事表彰が行わ

れ、町議会議員の松石 信男さんが表彰され

ました。

　今回の表彰は、市町議会の議員として 20

年以上地方自治の育

成発展に貢献し、特

別の功績がある者に

対し贈られるもので

す。

　受賞おめでとうご

ざいます。

基山町少年スポーツ育成協議会加盟団体　基山空手道クラブ　☎０９０－５２９１－７９０３（原）問

基山空手道クラブ大会結果

△寺島 聖真さん（左）と荒巻 悠真さん（右）

　6 月 27 日（日）、群馬県高崎市で「内閣総理大臣杯第 63 回全国空手道選手権大会」が行われ、組手高校女子の

部で東郷 華和さんが 3 位に輝きました。

　また、５月 16 日（日）に江北町で行われた「第 33 回佐賀県少年少女空手道選手権大会」では、組手競技（４年男子）

で寺島 聖真さんが優勝、組手競技（6 年男子）で荒巻 悠真さんが準優勝に輝きました。さらに、形競技（４年男子）

では寺島 聖真さんに敢闘賞が送られました。寺島さんと荒巻さんは佐賀県代表で全国大会、九州大会に出場します。

△東郷 華和さん
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令和３年度県政功労者
知事表彰を受賞！

　佐賀製薬株式会社より、佐賀銀行の「SDG s 私募
債」を利用して基山町へ寄附の申し出がありました。
このことに際し、6 月 22 日（火）に佐賀製薬株式
会社の吉田代表取締役社長と佐賀銀行基山支店眞子
支店長同席のもと、目録贈呈式が行われました。寄
附金は、園児が快適に過ごせるようなお部屋づくり
の一部に活用させていただく予定です。

△左から眞子支店長、吉田代表取締役社長

さぎん SDG s 私募債
目録贈呈式が行われました




